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呼 吸器感 染症 に対す るBMY-28100の 臨床 的有用性 の検 討

二木芳人 ・角 優 ・中川義久 ・岸本寿男 ・日野二郎

沖本二郎 ・矢木 晋 ・川根博司 ・副島林造

川崎医科大学呼吸器内科*

新 しい経 ロ セ フ ェ ム 系抗 生 物 質BMY-28100を12名 の呼 吸 器 感 染 症 症 例 に 使 用 して,そ の 臨床 的 有

用性 を評価 した。

12名 の呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るBMY-28100の 臨床 効 果 は,有 効10,や や 有 効1,無 効1で 有効 率 は

833%で あ っ た。

起 炎 菌 の消 長 は6例 で 明 らか でStaphylococcus aureusの2株 お よ びHaemophiLus influemae 1株 は消失

したがStreptococcus pneumoniae,H.influenzae,Enterobacter clome各1株 は存 続 した.

副 作 用 は全 例 に み られ ず,臨 床 検 査 値 で は1例 に軽 度 の 肝機 能 異 常 が み られ た 。

以 上 の結 果,BMY-28100は 急 性 呼 吸 器 感染 症 に有 用 な 薬 剤 の1つ と考 え られ た.

Key words:BMY-28100,経 ロ セ フ ェ ム系 抗 生 物 質,呼 吸 器 感 染 症

BMY-28100は,ブ リス トル ・マ イ ヤ ー ズ研 究 所株 式

会 社 で 新 し く開 発 さ れ た 経 ロ セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質 で,

Fig.1に 示 す よ う に セ フ ェ ム核 の3位 に プ ロペ ニ ル 基 を

導 入 した構 造 を有 す る。

本 剤 の グ ラ ム 陰 性 桿 菌 群 に対 す る 抗 菌 力 はcefaclor

(CCL)と 同 程 度1)で,先 に 開 発 さ れ たcefixime(CFIX)2)

やcefteram pivoxil(CFTM-PI)3)に は劣 る が,StaphyLococ-

cusmreusあ る い はStreptococcus pyogenes,Streptococcus

pneumoniaぞ の グ ラ ム 陽 性 菌 に はCCLに 勝 る,優 れ た抗 菌

活 性 を示 す と されて い る1)。

また,本 剤 は 経 口 内 服 後,良 好 な吸 収 性 を認 め,CCL

と ほ ぼ 同 等 の 高 い 血 中 濃 度 が 得 ら れ る と考 え ら れ て い

る1)。

今 回 我 々 は,こ のBMY-28100を 呼 吸 器 感 染症 例12例

に投 与 して,そ の 臨床 効 果 な ら びに 安 全性 につ いて 検 討

し,若 干 の 成 績 を得 た の で以 下 に報 告 す る 。

I.研 究 方 法

対 象 は 昭 和62年2月 か ら 同年6月 まで に 当 川 崎 医 科

大学 呼 吸 器 内 科 外 来 を 受 診 した,呼 吸 器 感 染 症 患 者12

名 で,性 別 は 男 子9名,女 子3名,年 齢 分 布 は20～82

歳,平 均53.1歳 で あ った 。

感 染症 の 内訳 は,急 性 扁 桃 炎1例,急 性 気 管 支 炎2例,

感 染 を伴 っ た気 管 支 喘 息3例,慢 性 気 管支 炎4例,気 管

支 拡 張 症 の 感 染 増 悪2例 で あ り,こ れ ら に 対 し

BMY-28100を1回250mg 1日3回 毎 食 後 の 服 用 で7～

11日 間使 用 して 臨 床 的 有 用性 を検 討 した。

臨 床 効 果 は,咳 嗽,喀 痰,胸 部 ラ音 な どの 臨 床 症状,

胸 部X線 所 見,赤 沈 値,CRP値,白 血 球 数 の 正 常 化 な い

しは改 善 の程 度 な ら びに 喀痰 中 の起 炎 菌 の消失 の有無に

よ り,著 効(Excellent),有 効(Good),や や有 効(Fair)お

よび 無 効(Poor)の4段 階 に 判定 した。

さ らに 本剤 投 与 中の 自 ・他 覚症 状,投 与前 後の臨床検

査成 績 につ い て も検 討 し,安 全 性 を評価 した。

II.成 績

BMY-28100投 与 症 例 の 年 齢,性,診 断 名,喀 痰(も

し くは咽 頭)分 離 菌,投 与 量,投 与 期 間 な らび に細菌学

的,臨 床 的効 果 をTable 1に 示 した。

症 例1の 急 性 扁 桃 炎 の51歳 男 子 で は,40℃ の発熱,

咽 頭 痛 を主 訴 に 来 院 し,咽 頭 培 養 で はS.aureusが 分離

され たが,本 剤1日750mgの 投 与 で4日 目には解熱 し,

白血 球 数,CRP値 な ど も7日 目に は ほ ぼ正常 化 し,有 効

で あ っ た。 た だ 本 例 で は 投 与 後 の 肝 機 能 検 査でGPT,

Al-Pの 軽 度 上昇 を認 め た 。

症 例2,3の 急 性 気 管 支 炎 の2例 で も,本 剤1日

750mg,7El間 の 投 与 で,喀 痰,咳 噺 の 臨床症状 は消失

し,検 査成 績 の正 常 化 あ るい は 著 明 な改 善 も得 られ有効

で あ った 。 症 例3の 本 剤 投 与 前 の喀 痰 か らはS.aureus

が 分 離 され た が,こ れ も消 失 した.

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

*倉 敷市松島577
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Table 1. Clinical efficacy of BMY-28100

N F: normal flora p. tbc: pulmonary tuberculosis

N D: not detected

Table 2. Overall clinical efficacy of BMY-28100
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Table 3. Bacteriological response to BMY-28100

Table 4. Laboratory findings of patients treated with BMY-28100

B: before

A: after
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下気道感 染 を伴 った喘 息 の3例(症 例4～6)は,い ず

れも起炎菌 は同定 し得 な か っ たが,本 剤1日750m9,7

日間の投与 で,全 例 感 染症 状 の 明 らか な改 善 が 得 られ,

症例4,6で は喘 息 発作 の消 失 あ るい は 軽 減 も得 られ 有

効であ った。

症例7～10の 慢 性 気 管 支 炎 の4例 で は,3例 で 起 炎

菌が 明 らか であ り,症 例7の み,Haemophilus inf1uenzae

による感染 増悪例 で は,本 剤 の 投 与 で 菌 も消 失 し有効 で

あった。

また,症 例8で はS.pneumoniaeが 起 炎 菌 と考 え ら れ

たがBMY-28100投 与 後,自 ・他 覚 症 状 の 改 善 は 明 らか

で有効 と評価 され た が,喀 疲 中 のS.pneumoniaeは 存 続

した。 さらに症 例10のEnterobacter cLoacaeが 起 炎 菌 の49

歳男子で は,慢 性 副5鼻腔 炎 の 合 併 もあ った が 本 剤1日

750mg,11日 間 の投 与 で も臨 床 症 状 の 改 善 あ る い は 菌

陰性化が得 られ ず,無 効 で あ っ た。

気管 支拡 張症 の 感 染 増 悪 の 症例11,12で は,症 例11

では本剤投 与 に よ り,膿 性 痰,聴 診 上 の ラ音 の 消 失 を得

て有効で あ っ たが,症 例12で は,咳 噺,喀 痰 は や や軽

減 した もの の,喀 痰 中 のH.inflmnzaeは108/mlの オ ー

ダーで存続 し,結 局ofloxacinの 投 与 で 十 分 な 改 善 と菌 陰

性化が得 られ たた め,や や有 効 と評 価 した 。

以上12例 の 全体 で の 有 効 率 は,Table 2に 示 す ご と く,

有効10例,や や有 効1例,無 効1例 の833%で あ っ た。

また,細 菌学 的 効 果 の総 括 はTable 3に 示 す ご と く,S.

amusで は100%の 除 菌 率 で あ っ たが,全 体 と して は6

株中3株,50%の 除菌 率 に と ど まっ た。

臨床的副作 用 は全 例 に み られ ず,臨 床検 査値 の 異常 変

動 も症例1の 肝 機 能 の 軽 度 上 昇 を認 め た の み で あ っ た

(Table 4)。

III.考 案

近年,経 ロセ フ ェ ム系抗 生 物 質 の 新 規 開 発 が相 次 いで

お り,既 に発売 されて い るCFIXやCFTM-PIか ら現 在 開

発中の もの まで 含 め る と10剤 近 くを数 え る こ と が で き

る。 こ れ らの 特 性 は,CFIXな どに 代 表 され る ご と くい

わ ゆ る 注射 用 第3世 代 セ フ ェ ム 系抗 生 物 質 と類 似 の 抗 菌

スペ ク トル,抗 菌活 性 お よ び β-lactamaseに 対 す る 高 い

安 定 性 な ど で あ り,CCLな ど 既 存 の 薬 剤 に 比 しS.

tmeumoniaeやH.influenzae,Klebsiella sp.,Branhamella

catarｒhalisな ど の グ ラ ム陰 性 菌 に 極 め て 良 好 な 抗 菌 力 を

示 し,特 に こ れ ら グ ラ ム陰 性 菌群 を主 な 起 炎 菌 とす る慢

性 気 道 感 染 症 で の 評 価 は 高 い2,3)。 しか し反 面,こ れ ら

は 注 射 剤 と 同様S.aureusに は 抗 菌 力 が 弱 く,近 年 増 加

の 兆 し をみ せ て い るS.aureus感 染 症 を助 長 す る こ と も

懸 念 され る。

今 回 検 討 したBMY-28100は,グ ラ ム 陰性 菌 に 対 す る

抗 菌 活 性 はCCLに 類 似 した もの で あ りCFIXやCFTM-PI

に は 劣 る が,こ のS.aureusを 含 めS.pneumoniae,S.

pyogenesな どの グ ラ ム 陽性 菌 群 にCCLを 上 回 る 良好 な 感

受 性 を 示 し,我 々 の症 例 で もS.aureusに よ る 急 性 感 染

症 で は優 れ た効 果 が 認 め られ て い た。 また,本 剤 は服 用

後CCLと 同 程度 の 高 い血 中濃 度 が得 ら れ,さ ら に安 全 性

の 面 で も特 に既 存 の 経 ロセ フ ェム 系抗 生 物 質 に比 して 問

題 は な い よ うで あ るD。

以 上 の 結 果,BMY-28100はS.aureusやS。pneumoniae

を主 要 な起 炎菌 とす る急 性 の 気 道 感 染 あ る い は肺 炎 な ど

に対 し有 用 な薬 剤 の1つ で あ る と考 え られ る。
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BMY-28100 IN RESPIRATORY TRACT INFECTION

YOSHIHITO NIKI, MASARU SUM YOSHIHISA NAKAGAWA, TOSHIO KISHIMOTO, JIRO HINO,

NIRO OKIM0T0, SUSUMU YAGI, HIROSHI KAWANE and RINZO SOEJIMA

Division of Respiratory Diseases, Department of Medicine, Kawasaki Medical School,

577 Matsushima, Kurashiki 701-01, Japan

We made a clinical study on BMY-28100, a new oral cephem antibiotic, in 12 patients with respiratory tract infection and

obtained the following results.

The overall clinical efficacy of BMY-28100 was good in 10, fair in 1 and poor in 1, and the efficacy rate was 83.3%.

Two strains of Staphylococcus aureus and one of Haemophilus influenzae which were considered to be causative organisms

were eradicated from the sputum after therapy. But one strain each of Streptococcus pneumoniae, H. influenzae and Enterobacter

cloacae persisted.

There were no clinical side effects but slight liver dysfunction was observed in one case.

From these results, we consider BMY-28100 to be a useful drug for acute respiratory tract infection.


